
[1]ループ電流を𝐼A，𝐼Bと仮定すると，

{
450 = 30𝐼A + 50(𝐼A + 𝐼B) + 20𝐼A

150 = 10𝐼B + 50(𝐼B + 𝐼A) + 40𝐼B

となるので，これを解くと𝐼A = 5 A，𝐼B = −1 Aとなる．よって， 𝐼1，𝐼2，𝐼3は 

{
𝐼1 = 𝐼A = 5 A

𝐼2 = 𝐼B = −1 A
𝐼3 = 𝐼A + 𝐼B = 4 A

 

と求められる． 

[2]回路内の電流を𝐼，皮相電力を|𝑃̇|とすると力率は

(力率) =
𝑅𝐼2

|𝑃̇|

となる．また，𝐼はオームの法則より𝐼 =
𝐸

𝑍
= 20となるので，上式に各数値を代入すると 

0.5 =
𝑅 ∙ 202

2 ∙ 103

𝑅 = 2.5 Ω 

と求められる．また，𝑋 = √𝑍2 − 𝑅2であるので， 

𝑋 = √52 − 2.52 

≅ 4.3 Ω 

と求められる． 

[3] 

(1)𝑉̇1，𝑉̇2はそれぞれ

{
𝑉̇1 = 𝑗𝜔𝐿1𝐼1̇ + 𝑗𝜔𝑀𝐼2̇

𝑉̇2 = 𝑗𝜔𝑀𝐼1̇ + 𝑗𝜔𝐿2𝐼2̇

であるため，各数値を代入すると 

{
𝑉̇1 = −280 + 𝑗210 V

𝑉̇2 = −160 + 𝑗160 V

と求められる． 

(2)回路の合成インピーダンスを𝑍̇とすると，

𝐼1̇ =
𝐸̇

𝑍̇

= 5 + 𝑗3 A 

と求められる． 
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(1)回路方程式が

{

𝐸 = 𝑅1𝑖 + 𝑣

𝑖 = 𝐶
𝑑

𝑑𝑡
𝑣

となるので，これより𝑣に関する微分方程式を作成すると 

𝑑

𝑑𝑡
𝑣 + 10𝑣 = 300 

となる．これを解くと， 

𝑣(𝑡) = 30(1 − 𝑒−10𝑡) [V] 

と求められる． 

(2)回路方程式が

{
0 = (𝑅1 + 𝑅2)𝑖 + 𝑣 + 𝐿

𝑑

𝑑𝑡
𝑖

𝑖 = 𝐶
𝑑

𝑑𝑡
𝑣

となるので，これより𝑖に関する微分方程式を作成すると 

𝑑2

𝑑𝑡2
𝑖 + 7

𝑑

𝑑𝑡
𝑖 + 10𝑖 = 0 

となる．これを解くと，一般解が 

𝑖(𝑡) = 𝑘1𝑒−2𝑡 + 𝑘2𝑒−5𝑡

と求められる（𝑘1，𝑘2は未定係数）．さらに(1)より初期条件が𝑣(0) = 30，𝑖(0) = 0と分かる

ため，これらを用いると𝑘1 = −1，𝑘2 = 1と求まり，最終的な解が 

𝑖(𝑡) = −𝑒−2𝑡 + 𝑒−5𝑡 [A] 

と求められる． 
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